
Ⅴ．各大会競技規定

1.東京都高等学校対抗大会・東京都高等学校選手権大会・東京都高等学
校女子体重別大会 兼 関東高等学校柔道大会東京都予選会 兼 東京都
ジュニア体重別選手権大会推薦選手選考会(55kg級のみ実施)

（１）シード基準について
団体試合(男子・女子)
第１シード 前年度優勝
第２シード 前年度準優勝
第３シード 前年度第３位
第４シード 前年度第４位
第５シード 支部大会優勝
第６シード 支部大会準優勝
第７シード 支部大会第３位
第８シード 支部大会第４位

個人試合(男子・女子)
第１シード 支部大会優勝
第２シード 支部大会準優勝
第３シード 支部大会第３位(２名)

（２）順位(代表)決定について
Ａ．男子団体試合
【代表が９校の場合】
まず、トーナメント戦を行い、準々決勝進出校が第１～８代表となる。次
に、３回戦敗退校(ベスト16)の８校により、順位決定トーナメント戦を行
い、上位１校を第９代表を決定する。

【代表が11校の場合】
まず、トーナメント戦を行い、準々決勝進出校が第１～８代表となる。次
に、３回戦敗退校(ベスト16)の８校により、順位決定トーナメント戦を行
い、上位３校を第９～11代表を決定する。

Ｂ．女子団体の部
【代表が７校の場合】
まず、トーナメント戦を行い、準決勝進出校が第１～４代表となる。次に、
準々決勝敗退校(ベスト８)の４校により、順位決定トーナメント戦を行い、
上位３校が第５～７代表を決定する。

【代表が８校の場合】
トーナメント戦を行い、準々決勝進出校が第１～８代表となる。

Ｃ．男子個人の部
【代表が２名の場合】
トーナメント戦を行い、決勝進出選手が第１・２代表となる。また、準決
勝敗退選手(ベスト４)の２名により、補欠決定戦を行う。

Ｄ．女子個人の部
【参加者が８名以上の場合】
まず、トーナメント戦を行い、上位４名からは決勝リーグ戦により上位２



名を代表とする。なお、決勝リーグ戦における同一校選手どうしの対戦は、
第１試合に行うものとする。

【参加者が６～７名の場合】
参加者を２つの予選リーグ(Ａ・Ｂ)に振り分け、各リーグ上位２名を決勝
トーナメント進出とする。決勝トーナメントの組合せは、「Ａの１位」対「Ｂ
の２位」および「Ｂの１位」対「Ａの２位」とする。

【参加者が５名以下の場合】
参加者総当たりのリーグ戦を１回行い、上位２名を決定する。

※リーグ戦の順位の決定基準は、以下の通りとする。ＧＳの有無や指導差は考慮し
ない。
①必ず勝敗を決する。
②順位は、勝ち数の多い選手を上位とする。
③上記②で同等の場合は、「一本」勝ちの多い選手を上位とする。
④上記③で同等の場合は、「技あり」優勢勝ちの多い選手を上位とする。
⑤上記④で同等の選手が２名の場合、両者の対戦の勝者を上位とする。
⑥同じく、上記④で同等の選手が３名の場合、抽選により上位を決定する。

2.東京都高等学校総合体育大会 兼 全国高等学校総合体育大会柔道競
技大会東京都予選会

（１）シード基準について
団体試合(男子・女子)
第１シード 前年度優勝
第２シード 前年度準優勝
第３シード 前年度第３位
第４シード 前年度第４位
第５シード 支部大会優勝
第６シード 支部大会準優勝
第７シード 支部大会第３位
第８シード 支部大会第４位
※他は支部代表者の責任抽選とする。

男子個人試合
第１シード 支部大会優勝
第２シード 支部大会準優勝
第３シード 支部大会第３位
※他は支部代表者の責任抽選とする。

女子個人試合
第１シード 前年度「総体」「選手権」都予選、当年度「関東」都予選の優勝
第２シード 前年度「総体」「選手権」都予選、当年度「関東」都予選の準優勝
第３シード 前年度「総体」「選手権」都予選、当年度「関東」都予選のベスト４
第４シード 前年度「総体」都予選ベスト８
※他は支部代表者の責任抽選とする。

（２）順位(代表)決定について
男子団体試合
【代表が２校の場合】
まず、トーナメント戦を行い、上位４校からは決勝リーグ戦により、上位
２校を決定する。第３位を補欠校とする。なお、決勝リーグ戦におけるチ
ーム間の勝敗が同内容の場合、引き分けとする。

※リーグ戦の順位の決定基準は、以下の通りとする。
①３勝、２勝１分、２勝１敗、１勝２分、１勝１分１敗、１勝２敗、３分、２分１敗、１分２
敗、３敗の順とする。

②上記①で同等の場合は、リーグ戦を通じ勝ち数の多いチームを上位とする。
③上記②で同等の場合は、｢一本｣による勝ち数の多いチームを上位とする。



④上記③で同等の場合は、｢技あり｣による勝ち数の多いチームを上位とする。
⑤上記④で同等の場合は、負け数の少ないチームを上位とする。
⑥上記⑤で同等の場合は、｢一本｣による負け数の少ないチームを上位とする。
⑦上記⑥で同等の場合は、｢技あり｣による負け数の少ないチームを上位とする。
⑧上記⑦で同等の場合は、抽選を行う。

3.東京都高等学校学年別大会

（１）シード基準について
男子団体の部（１学年・２学年）
第１シード 前年度「１学年の部」優勝
第２シード 前年度「１学年の部」準優勝
第３シード 前年度「１学年の部」ベスト４(２校)
第４シード 支部大会優勝
第５シード 支部大会準優勝
第６シード 支部大会第３位
第７シード 支部大会第４位
※他は支部代表者の責任抽選とする。

男子団体試合（３学年）
第１シード 前年度「２学年の部」優勝
第２シード 前年度「２学年の部」準優勝
第３シード 前年度「２学年の部」ベスト４
※他は支部代表者の責任抽選とする。

女子個人試合（１学年・２学年）
第１シード 支部大会優勝
第２シード 支部大会準優勝
第３シード 支部大会第３位
※他は支部代表者の責任抽選とする。

女子個人試合（３学年）
第１シード 当年度「総体」都予選、当年度「関東」都予選優勝
第２シード 当年度「総体」都予選、当年度「関東」都予選準優勝
第３シード 当年度「総体」都予選、当年度「関東」都予選ベスト４
※他は支部代表者の責任抽選とする。

4.東京都高等学校新人大会・東京都高等学校女子団体柔道大会 兼 全国
高等学校柔道選手権大会東京都予選会

（１）シード基準について
団体試合(男子・女子)
第１シード 前年度優勝
第２シード 前年度準優勝
第３シード 前年度第３位
第４シード 前年度第４位(代表枠が２校の場合には、第３シードと見なす)
第５シード 支部大会優勝
第６シード 支部大会準優勝
第７シード 支部大会第３位
第８シード 支部大会第４位
※他は支部代表者の責任抽選とする。



個人試合(男子・女子)
第１シード 支部大会優勝
第２シード 支部大会準優勝
第３シード 支部大会第３位
※他は支部代表者の責任抽選とする。

（２）順位(代表)決定について
男子団体試合
【代表が３～４校の場合】
まず、トーナメント戦を行い、決勝進出校が第１・２代表となる。さらに、
残りの準々決勝進出校６校により、順位決定戦を行い、第３・４代表を決
定する。

【代表が２校の場合】
トーナメント戦を行い、決勝進出校が第１・２代表となる。また、準決勝
敗退校(ベスト４)の２校により、補欠決定戦を行う。

ｂ．女子団体の部
【代表が２校の場合】
まず、トーナメント戦を行い、上位４校からは決勝リーグ戦により、上位
２校を決定する。第３位を補欠校とする。なお、決勝リーグ戦におけるチ
ーム間の勝敗が同内容の場合、引き分けとする。

※リーグ戦の順位の決定基準は、以下の通りとする。
①３勝、２勝１分、２勝１敗、１勝２分、１勝１分１敗、１勝２敗、３分、２分１敗、１分２
敗、３敗の順とする。

②上記①で同等の場合は、リーグ戦を通じ勝ち数の多いチームを上位とする。
③上記②で同等の場合は、｢一本｣による勝ち数の多いチームを上位とする。
④上記③で同等の場合は、｢技あり｣による勝ち数の多いチームを上位とする。
⑤上記④で同等の場合は、負け数の少ないチームを上位とする。
⑥上記⑤で同等の場合は、｢一本｣による負け数の少ないチームを上位とする。
⑦上記⑥で同等の場合は、｢技あり｣による負け数の少ないチームを上位とする。
⑧上記⑦で同等の場合は、抽選を行う。
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	　 　 （１４）片足が場外に出ている場合、直ちに攻撃しない、もしくは直ちに場内に戻らない場合には、「待て」の宣告後に「指導」が与えられる。また、アクションなく両足が場外に出た場合には、直ちに「待て」が宣告され
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	　 　 （１８）相手の脚を過度に伸展して施す絞技・関節技は禁止とし、その行為が見られた場合、直ちに「待て」が宣告され「指導」が与えられる。
	　 　 （１９）自身もしくは相手の帯、上衣の裾、または指だけで絞技を施すことは禁止とし、その行為が見られた場合、直ちに「待て」が宣告され「指導」が与えられる。
	　 　 （２０）時間を稼ぐ目的で柔道衣もしくは帯を乱した場合、「指導」が与えられる。
	　 　 （２１）投げ技の応酬でもつれた場合、返し技で両試合者が同時に着地したときには、スコアは相殺される。時間差があった場合には、最初の技か、後の技かを見極め、いずれか一方の効果的な技のスコアとする。
	2.取り扱い統一条項について
	　 　 （１）厳密に禁止事項の見極めを行う。
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	　 　 （７）規定試合時間内に同時一本・両者反則負けとなった場合には、スコアボードをリセットし、ゴールデンスコアに移行する。延長戦においても同様で、再度スコアボードをリセットしてゴールデンスコア方式の延長戦を
	　 　 （８）１回戦よりＣＡＲＥシステムを導入する。
	　 　 （９）審判委員(ジュリー)は、重大な過誤が見られた場合にのみ、ＣＡＲＥシステムを活用して助言することができる。審判委員(ジュリー)が試合を中断できるのは、以下の通りである。
	　 　 （１０）服装検査は審判員または係員が試合前に正確に検査する。検査合格後、違法行為等によって改ざんが認められた場合は規定通り、「棄権勝ち」や「反則負け」が適用される。
	　 　 （１１）試合中、審判に意見（抗議）を言う監督に対して、３人の審判で合議し、その監督に対して言動を慎むように注意し、なお続くようであれば、その監督を退場させる。その上で、監督のいない選手又はチームの試合

